
 

Ⅰ 調査の概要 
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１ 調査の目的 

 

  本調査は、区政に対する区民の意識や意向、評価などを把握し、今後の行政施策の検討・

立案の際の基礎的参考資料として活用することを目的として実施した。 

 

２ 調査の内容 

  １ 定住性について 

  ２ 生活環境について 

  ３ 重点施策について 

  ４ スポーツと生活習慣病について 

  ５ 介護保険について 

  ６ 緑と景観について 

  ７ 広報と情報化について 

  ８ 区議会の広報について 

  ９ よりよいまちづくりについて 

 

３ 調査設計 

 （１） 調 査 地 域  品川区全域 

 （２） 調 査 対 象  品川区在住の満20歳以上の男女個人（平成20年６月１日現在） 

 （３） 標 本 数        1,500標本 

 （４） 母 集 団  品川区住民基本台帳の満20歳以上の男女個人 

 （５） 抽 出 方 法  層化２段無作為抽出法 

① 層 化  品川、大崎、大井、荏原の４地域を基本に８地域に層化し、 

         地域の人口比に応じて地点数を比例配分する。（合計150地点） 

② 地 点 抽 出  無作為に決めたスタート点から等間隔抽出法により、地域ごと 

         に地点を抽出する。 

③ 対象者抽出  各地点とも最初の対象者から10人目ごとに10人を抽出する。 

 （６） 調 査 方 法  調査員による個別面接聴取法 

 （７） 調 査 期 間  平成20年７月11日～７月27日 

 （８） 調 査 機 関  株式会社 エスピー研 
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地域区分図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査地域内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※参考：各地域の高齢化率（総人口に占める65歳以上人口の割合・平成20年６月１日現在） 

 

各地域の高齢化率 

 

 

 

地　域　名 左記地域に包括される町（丁）名

品 川 東品川、北品川、南品川、西品川、広町

大 崎 上大崎、東五反田、西五反田、大崎

大 井 東 東大井、南大井、勝島

八 潮 八潮

大 井 西 大井、西大井

荏 原 東 戸越、豊町、二葉

荏 原 中 平塚、中延、西中延、東中延、旗の台（２～５丁目）

荏 原 西 小山台、小山、荏原、旗の台（１・６丁目）

区全体 品川 大崎 大井東 八潮 大井西 荏原東 荏原中 荏原西

総人口（人） 344,784 62,112 51,902 42,706 13,006 42,525 41,423 43,777 47,333

65歳以上 （人） 66,758 11,559 8,821 7,383 2,546 8,418 9,651 9,163 9,217

割 合 （％） 19.4 18.6 17.0 17.3 19.6 19.8 23.3 20.9 19.5
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４ 回収結果 

 （１） 標 本 数  1,500 

 （２） 有効回収数  1,095（有効回収率：73.0％） 

 （３） 回収不能数   405 

 

 （４） 地域別回収結果 

地域別回収結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※八潮地域の追加標本について 

 八潮地域の正規標本数は60である。地域別分析で八潮地域を独立の地域として扱うには

数が少ないので、更に50の標本を追加して調査した。 

 この標本は、地域分析のときに限って八潮地域の標本に加えて集計・分析したもので、

区全体の集計表や地域別分析以外の分析（例えば性／年代別）には用いていない。 

 

 （５） 回収不能の内訳 

回収不能の内訳 

 

 

 

全体 転居 不在 拒否 住所不明 その他

人 数（人） 405 27 243 126 8 1

内 訳（％） 100.0 6.7 60.0 31.1 2.0 0.2

20歳以上人口 構　成　比 標　本　数 回　収　数 回　収　率
　　（人) 　　（％) 　　（人) 　　（人) 　　（％)

区　全　体 299,357 100.0 1,500 1,095 73.0

品 川 地 域 53,430 17.8 260 196 75.4

大 崎 地 域 45,604 15.2 210 162 77.1

大 井 東 地 域 37,035 12.4 190 134 70.5

八 潮 地 域 11,162 3.7 60 46 76.7

大 井 西 地 域 36,462 12.2 180 129 71.7

荏 原 東 地 域 36,222 12.1 190 142 74.7

荏 原 中 地 域 38,388 12.8 200 142 71.0

荏 原 西 地 域 41,054 13.7 210 144 68.6

【追加分】

20歳以上人口 構　成　比 標　本　数 回　収　数 回　収　率
　　（人) 　　（％) 　　（人) 　　（人) 　　（％)

八 潮 地 域 11,162 3.7 50 41 82.0

地　　域

地　　域
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５ 集計にあたって 

（１） 集計は小数第２位を四捨五入して算出した。したがって、回答率を合計しても100％ち

ょうどにならず、１％の範囲で増減することがある。 

（２） 回答の比率（％）は、その設問の回答者数を基数ｎとして算出した。したがって、複数

回答の設問は、すべての比率を合計すると100％を超えることがある。 

（３） 本文やグラフ・数表上の選択肢表記は、場合によっては語句を簡略化してある。 

（４） ｎ（Number of Casesの略）は比率算出の基数であり、100％が何人の回答者数に相当す

るかを示す。 

（５） クロス結果のグラフや表について、表側となる設問に「無回答」がある場合、これを表

示しない。ただし、全体の件数には含めているので、表側のカテゴリーの件数の合計が、

全体の件数と一致しないことがある。 

（６） 集計は、①単純集計、②回答者の属性とのクロス集計、③設問間のクロス集計の３種類

を行った。 

（７） 標本誤差（ｂ）は次式で得られ、①比率算出の基数(ｎ)、②回答の比率(Ｐ)によって誤

差幅が異なる。 
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今回の調査結果の場合、誤差は下表のとおりであり、「ある設問の回答者数が1,095人で、

その設問中の選択肢の回答比率が60％であった場合、その回答比率の誤差の範囲は、最高で

も4.2％である」というようにみる。 

標本誤差一覧表 

 

 

 

 

 

  注） 1
1
≒

�
�

N
nN

 として計算した。 

Ｎ＝母集団数  
ｎ＝回答者数  
Ｐ＝回答の比率  

10％または 20％または 30％または 40％または
90％前後 80％前後 70％前後 60％前後

1,095 ±2.6％ ±3.4％ ±3.9％ ±4.2％ ±4.3％

1,000 ±2.7％ ±3.6％ ±4.1％ ±4.4％ ±4.5％

　　　　　800 ±3.0％ ±4.0％ ±4.6％ ±4.9％ ±5.0％

　　　　　600 ±3.5％ ±4.6％ ±5.3％ ±5.7％ ±5.8％

　　　　　400 ±4.2％ ±5.7％ ±6.5％ ±6.9％ ±7.1％

　　　　　200 ±6.0％ ±8.0％ ±9.2％ ±9.8％ ±10.0％

50％前後
回答の比率(P)

基数（ｎ）
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女性
51.1

男性
48.9

女性
回答者

52.8

男性
回答者

47.2

20代
17.0

70歳以上
15.9

60代
14.1

50代
14.5 40

代
16.0

30代
22.6

30代
回答者

20.0

60代
回答者

16.1

50代
回答者

19.8

40代
回答者

19.5

20代

回答者

13.1

70歳以上

回答者
11.6

６ 分析にあたって 

（１） 集計は小数第２位を四捨五入して算出した。したがって、回答率を合計しても100％ち

ょうどにならず、１％の範囲で増減することがある。 

（２） ライフステージの分類は以下のとおりである。 

  Ａ． 独 身 期  40歳未満の独身者 

  Ｂ． 家族形成期  40歳未満の子供のいない夫婦または一番上の子供が小学校入学前の人 

  Ｃ． 家族成長前期  一番上の子供が小・中学生の人 

  Ｄ． 家族成長後期  一番上の子供が高校・大学生の人 

  Ｅ． 家族成熟期  64歳以下で一番上の子供が学校を卒業している人 

  Ｆ． 高  齢  期  65歳以上の人 

  Ｇ． そ の 他  40歳～64歳の独身者、40歳～64歳の子供がいない夫婦など 

 

７ 母集団との比較 

 母集団（品川区住民基本台帳の20歳以上の男女個人）と比べると、調査回答者の性別で

は女性が1.7ポイント高くなっている。また、年齢では40代から60代の回答者がやや多く、

20代、30代、70歳以上の回答者がやや少なくなっている。 

（注）母集団は、品川区の総人口：344,784人（男性169,577人、女性175,207人）から、 

０歳～19歳人口：45,427人（男性23,072人、女性22,355人）を除いた人数となる。 

 

（１）性 別 （２）年 齢 

 

（注）内円は母集団の、外円は調査回答者の構成比を表している。  

（％） 

Ｎ＝1,095 

（％） 

Ｎ＝1,095 
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わからない
13.1%

加入している
63.8%

加入して
いない
23.1%

わからない
6.9%

0.2%

当分は
住みたい
44.0%

ずっと
住みたい
44.9%

39.0

あまり住みたくない
　（転出したい）

3.6%

すぐにでも転出したい
0.5%

６人以上
3.5%

５人
7.4%

４人
20.0%

２人
28.4%

１人
17.6%

３人
23.1%

独身期
18.1%

高齢期
19.2%

その他
15.7%

家族成長前期
8.2%

家族成長後期
8.3%

家族形成期
12.6%

家族成熟期
17.9%

８ 調査回答者の属性 

 
（１）職業 （２）ライフステージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（３）住居形態 （４）定住意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（５）家族人数 （６）町会・自治会への加入状況 

 

 

 

 

 

 

 

 
Ｎ＝1,095 Ｎ＝1,095 

Ｎ＝1,095 

Ｎ＝1,095 

（ｎ＝1,095）

会社員・団体職員

商工自営業

会社役員・団体役員

公務員

パート・アルバイト

学生

無職（専業主婦含む）

その他

37.2

7.9

3.8

2.5

13.8

2.0

28.3

4.6

0 10 20 30 40 （％）

（ｎ＝1,095）

一戸建持家

分譲マンション
（公団・公社を含む）

一戸建借家

賃貸の鉄筋アパート
またはマンション

賃貸の民間木造
アパート

公団・公社・都営
・区営住宅など

社宅・公務員宿舎
・家族寮

同居・間借り
・住み込み・独身寮

その他

36.5

23.7

2.8

16.6

7.4

6.0

5.0

1.1

0.8

0 10 20 30 40 （％）


